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男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

編
集
委
員
・
団
体
を
募
集
し
ま
す

旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教

場
建
物
保
存
活
用
計
画
（
素
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

岩田 泉さん

前島富雄さん

桶
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た野口日出夫さん

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
桶
川
市
地

区
で
お
預
か
り
し
た
義
援
金
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

佐藤啓一さん

「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
に
と
ら

わ
れ
ず
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
〜
男
女
共
同
参
画
社
会
〜
の
実
現
に
向

け
、
共
に
活
動
す
る
市
民
・
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集
委
員
】

男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
情
報
紙
「
か

が
や
き
」
の
編
集
や
発
行
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数
▼
5
人

申
込
み
▼
5
月
31
日
㈬
ま
で

【
グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対
象
団
体
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

活
動
を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
に
活
動
費
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
額
・
助
成
団
体
数
▼
限
度
額
5
万

円
・
1
団
体

申
込
み
▼
5
月
31
日
㈬
ま
で

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

市
で
は
、
市
指
定
有
形
文
化
財
「
旧
熊

谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
建
物
」
の

整
備
に
向
け
て
、
保
存
活
用
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
・
意
見
の
募
集
期
間
▼
5
月
17
日

㈬
〜
6
月
15
日
㈭

意
見
を
提
出
で
き
る
人
▼
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
人
な
ど

閲
覧
場
所
▼
道
の
駅
・
飛
行
学
校
跡
地

整
備
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
）、加
納
公
民
館
を
除
く
各
公
民
館

（
月
曜
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
）
※
桶
川
公
民
館
に
つ
い
て

は
、
5
月
31
日
㈬
ま
で
。
※
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所

記
入
不
要
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
786
―
3
7
4
0
）、

メ
ー
ル
（m

ichi‐hikou@
city.okegaw

a.
lg.jp

）
ま
た
は
直
接
、
道
の
駅
・
飛
行
学

校
跡
地
整
備
課
へ
。

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
▼
市
の
考

え
方
な
ど
を
踏
ま
え
て
整
理
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
道
の
駅
・
飛
行
学
校
跡
地

整
備
課

岩
田
泉
さ
ん
が
教
育
長
に
就
任

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
教
育
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
岩
田
泉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
３８
年
前
に
伝
統
の
桶
川
南
小
学
校
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
桶
川
市

内
の
小
・
中
学
校
及
び
教
育
委
員
会
並
び
に
埼
玉

県
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て

参
り
ま
し
た
。
ま
た
再
び
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

桶
川
で
仕
事
が
で
き
ま
す
こ
と
に
、
深
い
感
慨
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
先
日
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
根
幹

を
な
す
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
ま
し

た
。
未
来
の
社
会
を
築
い
て
い
く
子
供
た
ち
が
、

大
人
の
温
か
な
見
守
り
の
中
、
切
磋
琢
磨
し
育
っ

て
い
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
優
し
い
心
を
持
っ

た
た
く
ま
し
い
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て
、
教
育

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
桶
川
の
教
育
が
、
よ

り
一
層
充
実
・
発
展
で
き
ま
す
よ
う
、
市
民
の
皆

様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

主
な
経
歴

昭
和
55
年
▼
桶
川
南
小
学
校
助
教
諭

昭
和
59
年
▼
朝
日
小
学
校
教
諭

平
成
4
年
▼
桶
川
西
小
学
校
教
諭

平
成
6
年
▼
桶
川
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事

平
成
9
年
▼
県
教
育
局
北
足
立
北
部
教
育
事
務
所

管
理
主
事

平
成
12
年
▼
桶
川
中
学
校
教
頭

平
成
15
年
▼
桶
川
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

平
成
16
年
▼
県
教
育
局
市
町
村
教
育
課
主
任
管
理

主
事

平
成
18
年
▼
桶
川
中
学
校
校
長

平
成
21
年
▼
県
教
育
局
南
部
教
育
事
務
所
主
席
管

理
主
事

平
成
22
年
▼
桶
川
市
教
育
委
員
会
参
事
兼
次
長

平
成
23
年
▼
桶
川
小
学
校
校
長

平
成
27
年
▼
十
文
字
学
園
女
子
大
学
特
別
招
聘
講

師

前
島
富
雄
さ
ん
が
教
育
長
を
退
任

去
る
３
月
３１
日
付
け
で
、
教
育
長
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
前
島
富
雄
で
す
。

平
成
２５
年
１０
月
１
日
に
教
育
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
て
以
来
、
市
民
の
皆
様
に
は
本
市
の
教
育
に

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
「
生
き
る
力
を
育
み
未
来
へ
は
ば
た

く
桶
川
の
教
育
」
を
基
本
理
念
に
据
え
、
確
か
な

学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
躰
の
３
本
柱
の
育

成
を
基
本
目
標
に
チ
ー
ム
桶
川
市
教
育
委
員
会
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
桶
川
の
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

が
地
域
や
市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
元
気
に

夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
前
進
す
る
こ
と
を
切
望
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
、

活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
都
市
桶
川
の
躍
進
、
さ

ら
に
桶
川
の
教
育
が
市
民
の
皆
様
の
信
頼
の
も
と

一
層
充
実
す
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
退

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎民間事業者が決まりました
『広報おけがわ』平成28年10月号でお知らせした坂

田地区における「公共機能と民間機能が複合した公民
連携手法による施設づくり」について、公募による企
画提案競技の結果、整備主体となる民間事業者（計画
施設の概要）が、次のとおり決まりましたので、お知
らせします。
〈民間事業者〉大和リース㈱さいたま支店
〈計画施設の概要〉
公共施設の部分：体育室・軽体育室・多目的室・音楽

室・図書室
民間施設の部分：スーパーマーケット・物販・クリニ

ックなど
今後、平成29年度から平成30年度にかけて、設計・

建設を行い、平成31年度春の開館を目指して、手続き
を進めていきます。
◎公民連携手法の効果
この手法は、民間のアイデアを施設づくりに取り入

れることができ、公共施設と民間施設との一体的な施
設づくりや事業費の縮減を図ることができます（図1
参照）。詳しくは、ホームページをご覧ください。
詳しくは�企画調整課

4
月
1
日
付
け
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
野
口
日
出
夫
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会【
東
日
本
大
震
災
義
援
金
】

平
成
28
年
度
末
ま
で
に
、
総
額
3
�
2

5
3
�
8
1
5
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
熊
本
地
震
義
援
金
】

平
成
28
年
度
末
ま
で
に
、
総
額
3
�
1

2
2
�
0
0
1
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
団
体
よ
り
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

東
観
団
地
自
治
会

様

狐
塚
団
地
自
治
会

様

桶
川
百
店
会

様

な
お
、
ど
ち
ら
の
義
援
金
も
再
延
長
さ

れ
、
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
社
会
福
祉
課

4
月
1
日
付
け
で
、
佐
藤
啓
一
さ
ん
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
人
権
擁
護

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

坂坂田田地地区区ににおおけけるる施施設設づづくくりりににつついいててののおお知知ららせせ
〈提案施設外観図〉

（注）事業提案時のイメージです。確定ではありません。

～設計・建設・維持管理（約29年間）の
事業費比較～

従来の方式に比べ実質負担で15．7億円の事業費の縮減が見込めます
（図1）〈事業費の縮減効果〉光化学スモッグに気をつけましょう

5～9月は光化学スモッグが発生しやすい時期です。
光化学スモッグは、目や喉の粘膜に刺激を与え、健康被害を引
き起こすことがあります。
光化学スモッグ注意報が発令されたら
健康被害にあわないために、
○屋外での激しい運動は避けましょう。
○目などに刺激を感じたらすぐ屋内に入りましょう。
○乳幼児、高齢者、病弱な人は、健康な成人よりも被害を受けや
すいので、特に注意しましょう。
また、自動車の使用を控えるようご協力ください。
光化学スモッグ発令情報入手方法
○「埼玉県の大気状況」のページをご覧ください。
詳しくは�環境課

５月
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桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866

い
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し
ょ
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Ｄ
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す
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ち
の
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市
民
伝
言
板
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シ
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健
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シ
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

教
育
長
職
務
代
理
者
が

指
名
さ
れ
ま
し
た

第
1
回
総
合
教
育
会
議
を

開
催
し
ま
す

教
育
委
員
会

第
5
回
定
例
会

第
1
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

公
開
の
お
知
ら
せ

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

入団された皆さん

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
農
業
協
同
組
合

様

横
断
旗

85
本

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

岩
田
泉
さ
ん
の
教
育
長
就
任
に
伴
い
、

4
月
1
日
付
け
で
水
村
実
男
さ
ん
が
教
育

長
職
務
代
理
者
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
従
来
の
委
員
長
と
教
育
長
は
一

本
化
さ
れ
、
教
育
委
員
長
お
よ
び
委
員
長

職
務
代
理
者
の
職
名
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

総
合
教
育
会
議
と
は
、
市
長
と
教
育
委

員
会
が
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
本
市

の
実
情
に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び
文

化
の
振
興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ

き
施
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行

う
会
議
で
す
。

と
き
▼
5
月
15
日
㈪
午
後
1
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課

と
き
▼
5
月
24
日
㈬
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
6
月
23
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

と
き
▼
5
月
23
日
㈫
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

平
成
29
年
度
桶
川
市
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
、
3
月
31
日
付
け
で

冨
田

寛
さ
ん
（
第
1
分
団
）

島
村

剛
さ
ん
（
第
1
分
団
）

山
崎
浩
之
さ
ん
（
第
4
分
団
）

甲
木
裕
人
さ
ん
（
第
7
分
団
）

岩
﨑
真
一
さ
ん
（
第
8
分
団
）

栗
原
和
彦
さ
ん
（
第
8
分
団
）

が
退
団
さ
れ
、
長
年
の
功
績
に
対
し
市
長

よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

永
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
1
日
付
け
で
新
し
く

三
浦
弘
基
さ
ん
（
第
1
分
団
）

柴
田
裕
基
さ
ん
（
第
1
分
団
）

伊
藤

元
さ
ん
（
第
4
分
団
）

萩
原
孝
好
さ
ん
（
第
7
分
団
）

古
嶋
俊
明
さ
ん
（
第
8
分
団
）

本
木
浩
明
さ
ん
（
第
8
分
団
）

が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
、
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

詳しくは�
市立図書館�７７１－０３０３
桶川公民館�７７２－３８８８

メール配信内容
○桶川市において発令された各種気象警報 ○桶川市の震度情報（震度4以上）
○犯罪発生・不審者情報などの防犯情報 ○防災行政無線の放送内容（建物火災情報は除く）
○国民保護情報 など

登録方法
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jp に、空メール（メールの本文など
の入力をする必要はありません）を送信し、自動的に返信される「登録確認メール」の本文
中の記載されたアドレスから、指示に従い登録してください。またQRコードが認証でき
る場合には、右記のQRコードから、メール送信が可能です。

その他
一部機種（らくらくフォンなど）で上記登録方法が使用できない場合があります。登録がうまくいかない場

合は、ホームページをご覧いただくか、安心安全課へ問い合わせください。
詳しくは�安心安全課

�軽自動車税納税証明書について
平成29年度分の軽自動車税については、納付記録が即時に市収納データに反映

されないため、市で発行する軽自動車税納税証明書（継続検査用）を発行できない
場合があります。納付直後の証明書の発行については、次のとおりです。
【口座振替で納付した場合】
振替確認がとれる通帳またはその写しを持参のうえ、税務課窓口へ来庁してく
ださい。なお、口座振替の人は6月下旬に納税証明書を送付します。

【納付書で納付した場合】
納付書右欄の「軽自動車税納税証明書（継続検査用）」が車検（継続検査）用
として使用できます。

�軽自動車税の減免について
身体もしくは精神に障害があり、一定の要件を満たす人が所有する軽自動車、

または当該障害者と生計を共にする家族の人が所有する軽自動車で、その人の通
院、通学などのため使用される場合、軽自動車税が減免となります。
減免を申請する場合は、納税通知書が届きましたら納期限までに必要な書類を

添えて、税務課に提出してください（申請期限を過ぎると受付ができませんので
必ず期限までに提出をお願いします）。また、前年度に減免を受けた場合も毎年
手続きが必要となりますので、ご注意ください。
詳しくは、ホームページをご覧いただくか、直接税務課へ問い合わせください。

市市立立図図書書館館・・桶桶川川公公民民館館
休休館館ののおお知知ららせせ

平成29年度『固定資産税・
都市計画税納税通知書』
のお知らせ
『平成29年度固定資産税・都市計

画税納税通知書』を納税義務者に送
付します。納税通知書は、今年度の
固定資産税などに係る税額、納期限、
口座振替の日付などについてお知ら
せするものです。
通知書には『課税明細書』が添付

してあり、納税額のもとになる土地
や建物の面積、評価額や税額などが
一筆、一棟ごとに記載してあります
ので、所有している資産の確認がで
きます。
電話での問合せの場合は、お手元

に納税通知書を用意してください。
また、確定申告などで固定資産税

などが必要経費として計上できる場
合には、税額の根拠としても利用で
きます。
『固定資産税・都市計画税のしお

り（平成29年度版）』も同封してい
ますので、ご覧ください。
詳しくは�税務課

自動車税・軽自動車税についてのお知らせ
詳しくは�税務課

5月は自動車税・軽自動車税の納期です。金融機関・郵便局・コンビニなどで
納められます。忘れずに、5月31日㈬までに納めましょう！

退団された皆さん

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
～災害時・緊急時には、速やかに正確な情報を収集することが重要です～

市では、気象警報や震度情報、防犯情報および防災行政無線の放送内容などを、メールでお知らせす
るサービスを実施していますので、ぜひ登録してください。※登録無料、通信料のみ利用者負担

休館期間
市立図書館

５月２９日㈪～平成３０年３月３１日㈯
桶川公民館

６月１日㈭～平成３０年３月３１日㈯
※いずれも予定の期間です。

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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「消費者基本法」※が制定された５月を「消費者月間」として、国や自治体では毎年様々な事業を展開しています。
今年度の消費者月間の統一テーマは、「行動しよう 消費者の未来へ」です。
高度情報通信が進展した現在、情報の入手方法やコミュニケーションのとり方は大きく変貌し
ました。
目まぐるしく変化する情報化社会において、価値観も複雑化・多様化する一方です。そのよう
な状況で、新しい技術や情報を使いこなし、未来を担う若者への期待がますます高まっています。
消費生活においても、消費者被害の未然防止、消費者の自立支援に加え、公正で持続可能な社
会の形成など、将来のより良い社会に向けた消費者の行動が重要となっています。
消費者被害や事故に遭わないよう、自ら進んで正しい知識を習得し、積極的に情報を収集する
など、一人ひとりが行動を起こすことで、自立した消費者を目指しましょう。
※昭和４３年５月３０日に、消費者の利益の擁護及び増進を図ることを目的として「消費者基本法」（旧消費者保護基本法）が制定さ
れました。法制定２０周年を記念して昭和６３年から「消費者月間」の取組みが始まりました。

【
事
例
1
】

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
友
人
か
ら
食
事

に
誘
わ
れ
た
。
食
事
中
、「
ネ
ッ
ト
通
販

で
商
品
を
転
売
し
て
利
益
を
得
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
っ
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て

く
れ
る
人
が
い
る
」
と
言
わ
れ
、
突
然
そ

の
場
に
呼
び
出
し
て
紹
介
さ
れ
た
。「
ノ

ウ
ハ
ウ
を
知
る
に
は
30
万
円
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
契
約
を
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
、
お
金
が
な
い
と
断
る
と
「
消
費
者
金

融
で
借
り
ら
れ
る
。
絶
対
も
う
か
る
か
ら
、

す
ぐ
に
返
済
で
き
る
」
と
連
れ
出
さ
れ
、

そ
の
場
で
消
費
者
金
融
か
ら
借
金
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
契
約
後
「
友
人
を

紹
介
す
れ
ば
1
人
に
つ
き
10
万
円
も
ら
え

る
」
と
言
わ
れ
た
。
結
局
、
聞
い
て
い
た

よ
う
な
も
う
け
も
な
く
、
友
人
も
紹
介
で

き
ず
、
借
金
の
返
済
だ
け
が
残
っ
て
し
ま

っ
た
。

【
事
例
2
】

友
人
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
何
度
も
エ
ス
テ
の
体

験
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
、
信
用
し
て
も
大

丈
夫
だ
と
思
っ
て
店
舗
に
出
向
き
、
体
験

後
20
万
円
の
エ
ス
テ
契
約
を
結
ん
だ
。
担

当
者
か
ら
「
友
人
に
紹
介
し
て
、
そ
の
人

が
体
験
を
す
れ
ば
数
万
円
を
あ
な
た
の
エ

ス
テ
代
金
に
還
元
す
る
」
と
強
引
に
誘
わ

れ
、
結
局
数
人
の
友
人
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
勧
誘

メ
ー
ル
を
送
っ
た
。
後
日
、
体
験
に
行
っ

た
友
人
た
ち
か
ら
「
断
っ
て
い
る
の
に
3

時
間
も
帰
し
て
も
ら
え
ず
契
約
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
解
約
す
る
か
ら
解
約
金
は

あ
な
た
が
支
払
っ
て
よ
」
と
言
わ
れ
た
。

迷
惑
を
か
け
た
こ
と
が
心
苦
し
く
、
私
も

解
約
し
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
や
友
人
か
ら

「
絶
対
も
う
か
る
」
と
誘
わ
れ
、
借
金
し

て
契
約
を
結
ん
だ
が
返
済
が
苦
し
い
、
解

約
し
た
い
と
い
う
相
談
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
契
約
の
対
象
は
健
康
食
品
や
布
団
、

投
資
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
実
に
様
々
で
す
。

ま
た
、「
人
を
紹
介
し
た
ら
マ
ー
ジ
ン

が
得
ら
れ
る
」
な
ど
と
し
て
友
人
・
知
人

を
勧
誘
す
る
よ
う
に
仕
向
け
、
被
害
を
拡

げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
勧
誘
を
受
け
た

側
は
、
友
人
・
知
人
か
ら
の
誘
い
と
い
う

こ
と
で
「
人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な
い
」

な
ど
の
思
い
か
ら
断
れ
ず
、
被
害
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

1
�「
絶
対
も
う
か
る
」こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

2
�
安
易
に
借
金
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

3
�
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
知
人
や
友
人
か
ら
の
勧

誘
と
い
う
こ
と
で
油
断
し
が
ち
で
す
が
、

自
分
が
勧
誘
す
る
こ
と
で
友
人
に
負
債

が
生
じ
る
、
友
人
も
そ
の
ま
た
友
人
に

負
担
を
か
け
る
、
と
い
う
負
の
連
鎖
が

発
生
す
る
危
険
性
を
十
分
認
識
し
、
不

審
な
勧
誘
は
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
お
近

く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
あ
る
1
8
8
番
へ
か
け
れ
ば

つ
な
が
り
ま
す
。「
1
8
8
（
い
や
や
）
！

泣
き
寝
入
り
！
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
友
人
？
知
人
？
か
ら
の
勧
誘
に
注
意
」

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

消費者庁
イラスト集
より

「行動しよう 消費者の未来へ」５月は消費者月間です。消費者月間
特集

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３ �７２９－１６１６ ５月１０日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５ �７７８－６６０３ ５月１７日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２ �７８９－３１３０ ５月１９日㈮ １３：３０～１５：００ 無料

ねむのき
川田谷５８３０－１ �７８７－０３１１ ５月７日㈰、６月４日㈰ ９：３０～１２：００ １００円

花ノ木の郷（新規）
加納１８２４－１ �７２９－２２２２ ５月１４日㈰ １０：００～１１：３０ 無料

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、入所
している皆さんと体操や音楽レクリェーションをとおして触れ合いませんか。認知症
への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

詳しくは�
高齢介護課

第14回桶川市消費生活展の実実行行委委員員をを募募集集します
11月に開催する「第14回桶川市消費生活展」で、展示や発表を行う市民団体・各種業界団体の実行委
員を募集します。
普段の活動の成果を、市民の皆さんと共有することができる、またとない機会です。多くの団体の参
加をお待ちしています。
応募条件�食や製品の安全、契約、環境などの暮らしに役立つ情報を、市民の皆さんに広くお知らせす

るため、ボランティアで企画・立案をし、かつ運営に携わり、展示や出展ができる市民団体・
各種業界団体
※会議は、1カ月に1回、原則第4水曜日に実施します。

申 込 み�5月1日㈪～15日㈪に、電話または直接、自治文化課へ。
そ の 他�説明会および第1回実行委員会は、5月31日㈬午後4時から、市民活動サポートセンターで

開催する予定です。
詳しくは�自治文化課

桶川市消費生活セミナー
（仮）「有料老人ホーム、入る前に知っておきたい！基礎知識」

を開催します
市民の誰もが安心・安全に生活を送ることができる社会を目指し、消費生活セミナーを開催し

ます。
「有料老人ホーム」と「サービス付き高齢者向け住宅」の違いをご存知ですか？一見同じよう

に見えますが、制度と介護サービスには違いがあります。
いざ入居した時にトラブルに遭わないよう、実際にあったトラブル事例をもとに、契約前に知

っておきたいポイントなどを紹介します。
ご自身の終のすみかを考える機会として、また、ご家族の万が一に備えて、ぜひ参加してくだ

さい。
と き�６月４日㈰午前１０時～正午（午前９時３０分受付開始）
ところ�さいたま文学館 費 用�無料
講 師�灰藤誠さん（（公社）全国有料老人ホーム協会事務局長）
定 員�４２人【先着順】
申込み�【事前申込制】電話、ファックス、メール

（bunka@city.okegawa.lg.jp）で自治文化課へ。
詳しくは�自治文化課

※事前の連絡は不要
です。直接お越し
ください。

５月３０日は
消費者の日‼

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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健
康
長
寿
い
き
い
き
ポ
イ
ン
ト
事
業

〜
新
し
く
対
象
事
業
に
加
わ
り
ま
し
た
〜

�����������������������

4月1日付けで、介護認定審査会委員として次の方々が市長から委嘱され、介護認定審査をお
願いすることになりました。会長に栗原広孝さんが、会長職務代理に小板橋好さんが選任され、
次の6つの合議体に分かれ、各構成員が要介護認定申請をした人の介護度（どれくらいの介護が
必要か）などの審査判定を行います。
任期�平成29年4月1日～平成31年3月31日

【地域の皆さんで取り組む介護予防】
「介護予防」とは、「健康な生活を長く続け、介護を受
ける状態にならないようにする」、「介護が必要になった場
合に、それ以上悪化しないように維持・改善する」取組み
です。
自分らしく地域で暮らし続けるためには、一人ひとりが
健康保持に努めるとともに、地域や家庭の中で何らかの役
割を担いながら生活することが「介護予防」にもつながり
ます。
まずは自分の体に目を向け、できることから始めてみま
せんか。

地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
・
老
人
ク
ラ
ブ
の

催
し
物
に
参
加
す
る
と
1
ポ
イ
ン
ト
付
与

し
ま
す
。

※
事
前
に
対
象
事
業
に
登
録
し
た
と
こ
ろ

に
限
り
ま
す
。

○
登
録
ぶ
っ
く
の
実
施
期
間
が
4
月
30
日

ま
で
の
人
、
記
念
品
交
換
・
繰
越
ポ
イ
ン

ト
手
続
き
は
5
月

31
日
ま
で
で
す
。

お
忘
れ
な
く
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課
、
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
�
７２８
―
２
２
２
１

脳は使えば使うほど強くなり、元気になる
ことから「認知症対策には予防が１番！」と
言われています。
脳を元気にする体操や脳トレを楽しく♪体
験してみませんか？

内 容�認知症予防のための体操・脳トレ・
おくちの話など

対 象�６５歳以上の市民
定 員�４０人【先着順】
申込み�５月９日㈫９時から電話または直接、

高齢介護課へ。
※運動ができる服装でお越しください。
※できるだけ全日程参加してください。
詳しくは�高齢介護課

介護認定審査会委員が委嘱されました

第6合議体
渡辺 章恵
（薬剤師）
花岡潤一郎
（歯科医師）
栗原 広孝
（医師）
養田 純子
（医師）
盆子原珠美

（介護支援専門員）
横森 雄次
（社会福祉士）

※敬称略
詳しくは�高齢介護課

第5合議体
中野 佳子
（理学療法士）
柴臺まり子
（看護師）
李 宇
（医師）
楢原 秀之
（医師）
井上 栄一
（歯科医師）
加藤 英明

（介護支援専門員）

第4合議体
内田 幸子
（看護師）
松尾 恭子
（保健師）
弓削 一郎
（医師）
長井 仁志
（医師）
養田 勝秀
（歯科医師）
小髙 誠
（福祉職）

第3合議体
天沼 眞弓
（薬剤師）
半澤 直紀
（歯科医師）
小島 直志
（医師）
蔵田 健
（医師）
梅津 聡
（作業療法士）
中村 洋子
（福祉職）

第2合議体
中嶋ノブ子
（看護師）
福本 光子
（保健師）
原田 宏一
（医師）
森田 宏
（医師）
柳原 隆志
（歯科医師）
間宮 初枝
（福祉職）

第1合議体
小板橋 好
（接骨師）
野本 邦夫
（福祉職）
黒沼 幸雄
（医師）
竹並 和之
（医師）
木村 宰己
（歯科医師）
髙舘 徹也
（介護福祉士）

「「ココババトトンンおお達達者者倶倶楽楽部部」」
終終了了ののおお知知ららせせ

日頃、「コバトンお達者倶楽部」にご参加いただき、
誠にありがとうございます。気軽な外出のきっかけづ
くりとして「コバトンお達者倶楽部」を行ってまいり
ましたが、12月31日をもちまして事業を終了させてい
ただきます。
○カード配布 ：9月30日まで
○スタンプ押印：12月31日まで
問合せ�県地域包括ケア課�８３０－３２５６、

または高齢介護課

県から

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉑

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

６月１３日㈫・２０日㈫・２７日㈫
７月４日㈫・１１日㈫
１４時～１５時３０分
※受付：１３時３０分～１４時
川田谷生涯学習センター
飲み物・タオル・運動ができる上履き

日 程

と き

ところ
持ち物

近所の皆さんで集ま
る地域サロンや老人
会へ参加してみては
いかがですか？

�ご近所さんとお
茶や話がしたい。

介護予防教室へ参加
してみてはいかがで
すか？

�
運動や脳トレで
健康づくりをし
たい。

地域のボランティア
活動に参加してみて
はいかがですか？

�
将来の自分のため
にも、介護予防を
学んでみたい。

〈介護予防事業〉65歳以上の人ならどなたでも参加できます。
※印の日時などは随時、広報でお知らせします。

内 容
市が指定した各種事業（健康診査、介護予
防事業、社会参加、生涯学習など）に参加
することや、自分でチャレンジコースにチ
ャレンジすることで、ポイントを獲得でき、
記念品と交換できる事業です。
転倒予防や筋力低下を予防するための体操
やストレッチ、筋トレ、栄養の話など
『広報おけがわ』４月号 P.５「転ばん！運
転教室」は「転ばん！運動教室」の誤りで
した。お詫び申し上げます。
脳を活性化するための体操、脳トレ、おく
ちの健康の話など（１６ページ参照）
依頼のあった地域に出向いて介護予防教室を実施します。

転倒予防や筋力低下を予防するための体操
やストレッチ、ゲーム、脳トレなど

〈手軽にできる介護予防〉～簡単！ オススメ深呼吸法～
深呼吸には、心肺機能を強化したり、血液の循環を促進し、
細胞を活性化（若返り）したり、血圧・血糖値を安定させる効
果があります。
①ゆっくり息を吐く（口からでも鼻からでもよい）。目を閉じ
て、呼吸に集中する。吐く間が、最も活力が出て、自律神経
も整います。
②自然に吸う（できれば鼻から）。
③①②を繰り返します。身体がポカポカ温かくなりましたか？
ぜひ、深呼吸をしてみましょう。

事 業

健康長寿
いきいき
ポイント事業

転ばん！
運動教室※

脳げんき教室※

出前介護予防講座
地域包括支援
センターの
介護予防教室※

市や地域包括支援センターでも介護予防事業を実施してい
ます。ぜひ、介護予防のきっかけとして参加してください。

介介護護者者ののつつどどいい・・介介護護者者ササロロンン
地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の場として、介護者のつどいや介護者サロンを
開催します。

介護者の
つどい

「みちくさ」

と き 5月19日㈮13：30～15：00 ところ ハートランド

内 容 介護について困っている人、知りたい人、介護を体験した人など、情報交換をし、介護についての
話の輪を広げていきましょう。※飲み物は持参してください。

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）�777－7055

介護者サロン

と き 5月25日㈭10：30～12：00 ところ 市民活動サポートセンター
内 容 在宅介護に役立つサービスについてお話をします。どなたでも参加できます。

問合せ 地域包括支援センター「ルーエハイム」
（泉1－2－5 ※5月15日㈪からは、若宮1－5－2 おけがわマイン4階）�789－2121

介護者の
つどい

「繭の会」

と き 6月10日㈯13：30～15：00 ところ 農業センター

内 容 介護者の交流、情報交換、体操などを行っています。お茶を飲みながら一緒にリフレッシュしませ
んか？

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－1）�783－5311

現在の要支援の人が利用してい
る
��
通所介護サービスと同等

現在の要支援の人が利用してい
る��通所介護サービスのおおむね
９割程度

既存のサービス事業による、これまでの介護予防通所介護に相当する
サービス
例）施設などで、入浴、食事、機能訓練などを受ける、通いのサービス
市が定める基準により行われる通所介護サービス
例）施設などで、レクリエーション活動や集団体操などを受ける、通
いのサービス

相当
サービス

通所型
サービスＡ

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

※『広報おけがわ』４月号 P.５
中段の内容に誤りがありました。
次のとおり訂正し、お詫び申し
上げます（��部分が訂正箇所
となります）。

毎回「脳げんき教室」の
お知らせ

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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エ
リ
ア
メ
ー
ル
お
よ
び
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
荒
川
の
洪
水

情
報
の
配
信
開
始
に
つ
い
て

「
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金
」の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

電 話

７２８－６２４７

０９０－４７５９－０６２２

７７３－１２９２

７８６－５８２１

７８６－０７７８

７８７－３３３６

氏 名

𠮷田 勝美

遠藤 京子

石原 文雄

安野 光男

田口 孝子

天沼 晴美

担当地区
大之地、倉田、西窪、
サン団地、県営団地

末広二丁目１～６番

北一丁目３～６番、
１２～１４番

鴨川一丁目２～８番

上日出谷東部の一部

三ツ木、柏原の一部

※敬称略

第
5
回
農
業
委
員
会
総
会

幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
費

補
助
金
の
お
知
ら
せ

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

株
式
会
社
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ

ル
株
式
会
社
が
提
供
す
る
「
緊
急
速
報
メ

ー
ル
」
に
お
い
て
、
荒
川
の
洪
水
情
報
が

5
月
1
日
㈪
か
ら
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と

は
、
市
全
域
で
、
対
応
機
種
の
携
帯
電
話

を
お
持
ち
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
一
時
的
に

配
信
エ
リ
ア
内
を
通
過
中
の
人
な
ど
も
情

報
を
受
信
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
洪
水
情
報
は
、
荒
川
に
お
い
て
河
川
氾

濫
の
恐
れ
が
あ
る
（
氾
濫
危
険
水
位
を
超

え
た
）
情
報
お
よ
び
氾
濫
が
発
生
し
た
情

報
を
配
信
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河

川
事
務
所
防
災
情
報
課
�
０４９
―
２４６
―
６
３

８
４
、
ま
た
は
安
心
安
全
課

2
月
下
旬
に
支
給
対
象
者
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

支
給
対
象
▼
平
成
28
年
1
月
1
日
に
市

に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
て
、
平
成
28
年

度
市
県
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人
（
非
課
税
の
人
）

た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

○
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

申
請
期
限
▼
6
月
30
日
㈮【
消
印
有
効
】

※
申
請
書
が
届
い
た
人
は
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
紛
失
な
ど
で
お
手
元
に
無

い
場
合
は
、
至
急
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
届
い
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
と
と
も
に

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
福
祉
給
付
金
窓
口
（
分
庁
舎
下
水
道
課

前
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
）。

問
合
せ
�
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
�
７８７
―
９
１
１
１
、
９
１
１
２（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
）

4
月
1
日
付
け
で
、
新
た
に
6
人
が
厚

生
労
働
大
臣
と
県
知
事
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
一
定

の
区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
関
係
諸
機
関
・
施
設
な
ど
へ
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
社
会
福
祉
課

と
き
▼
5
月
23
日
㈫
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
庁
舎
会
議
室
101
・
102

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
5
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
6
月
23

日
㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局

指定文化財となる「守衛棟」は元校舎用地の正門際に位置し、
戦前・戦時中は受付窓口の機能を持った管理施設として機能しま
したが、戦後は引揚者の住居施設として活用されました。建築構
造は木造平屋建てで、いわゆる日本古来の伝統工法を簡略化した
木造軸組工法で壁面を構成しており、それに屋根下地となる洋小
屋（キングポストトラス）を載せた架構形式を採っています。我
国初の洋小屋は、島津斉彬が手掛けた旧集成館機械工場（慶応元
年〔1865〕・鹿児島県）に採用されましたが、関東大震災でも比
較的この種の建物構造が倒壊しなかったことから、伝統的和小屋
より耐震面で優れていることが証明されました。
守衛棟は桁行長さが11m・梁間長さが6mの建物規模となり、
床面積は66㎡となります。屋根形式は切妻造りで、外壁は南京下
見板張りとし、要所に出入口や窓の開口部が配置されています。
現況の平面構成は梁間の短辺方向に二面の中間仕切り壁があり、
これに後世の改修となる上床や造作が設えられ、恐らく二家族が
居住していたものと考えられます。
今回の調査研究により、創建当初の中間仕切り壁は元々一面し
かなく、人員が増強された昭和18年に壁が増設されたことが判明
しました。また、聞き取り調査では受付裏側の大部屋は乾物などを扱う売店であったとの話もあり、諸
方からやって来た飛行学生たちにとっては、現存しない食堂や風呂と同様に限られた癒し空間であった
と推測されます。 ものつくり大学横山研究室

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
自
転
車
で
の

買
い
物
や
子
ど
も
の
送
迎
に
よ
る
事
故
防

止
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転

車
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
の
人

②
申
請
時
に
未
就
学
児
2
人
以
上
を
養
育

し
、
か
つ
児
童
と
生
計
が
同
一
で
あ
る
こ

と③
市
税
、
保
育
料
お
よ
び
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
負
担
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
市
内
の
自
転
車
販
売
店
で
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と

⑤
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
に
関
す
る
安

全
基
準
に
適
合
し
た
自
転
車
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額
▼
購
入
金
額
の
2
分
の
1

（
上
限
3
万
円
）

※
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
に
つ
い
て
は
、

各
販
売
店
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
保
育
課

固定資産税・都市計画税
【第1期】

軽自動車税 【全 期】

納期限…5月31日
納付は期限内に！

今月の納期

製造事業所の皆様へ
工業統計調査にご協力ください
平成29年工業統計調査が6月1日現在で実施されます。
調査の実施にあたっては、5月中旬から6月にかけて、調査

票を統計調査員が持ってお伺いするか、または、国から直接郵
送で届きます。
調査票に記入された内容は、統計作成の目的以外に使用する

ことはありません。調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご
回答くださいますよう、よろしくお願いいたします。

経済産業省
埼 玉 県
桶 川 市

詳しくは�企画調整課

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

～守衛棟の復原調査～シリーズ 旧桶川飛行学校⑤

旧集成館機械工場国内最古のトラス

守衛棟解体調査前の現況外観

工業統計キャラクター・
コウちゃん

HP QRコード
▼

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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上
級
救
命
講
習

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を

開
催
し
ま
す

育
児
休
業
等
代
替
職
員
の

登
録
試
験
の
お
知
ら
せ

既
卒
3
年
以
内
の
人
対
象
就
職
面
接
会

【
事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
】の
お
知
ら
せ

上
尾
警
察
署
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
取
締
り
を
強
化
し
ま
す

〜
子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
通
学
の
た
め
に
〜

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
傷

病
者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送

法
、
筆
記
試
験
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了

証
を
交
付

と
き
▼
6
月
18
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
鴻
巣
消
防
署
（
鴻
巣
市
箕
田

1
6
3
8
―
1
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講

時
間
が
開
始
か
ら
1
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
5
月
15
日
㈪
〜
6

月
11
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
吹
上

分
署
（
鴻
巣
市
鎌
塚
1
―
1
―
21
、
�
048

―
547
―
0
1
1
9
）ま
た
は
川
里
分
署（
鴻

巣
市
関
新
田
1
3
3
0
―
1
、
�
048
―
569

―
4
1
1
9
）
へ
。

防
火
管
理
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な
資

格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
6
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
（
2
日
間
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

（
鴻
巣
市
袋
30
番
地
）

※
Ｊ
Ｒ
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
20
分

※
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
隣
施
設
の
駐
車
場
も
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

定
員
▼
100
人

費
用
▼
3
�
6
5
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み
▼

直
接
↓
5
月
10
日
㈬
〜
23
日
㈫
（
土
・

日
を
除
く
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
に
予
防
課
お
よ
び
桶
川
消

防
署
・
北
本
消
防
署
へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
↓
「
防
火
管
理
講
習
申
込
み
」

と
記
載
し
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
埼
玉
県
央

広
域
消
防
本
部
予
防
課
（
�
048
―
597
―
3

7
1
6
）
へ
。
送
信
後
は
、
必
ず
電
話
で

受
講
番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

登
録
試
験
日
▼
5
月
26
日
㈮

受
付
期
間
▼

持
参
↓
5
月
8
日
㈪
〜
19
日
㈮
の
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
を

除
く
）

郵
送
↓
5
月
8
日
㈪
〜
17
日
㈬
【
消
印

有
効
】

登
録
職
種
▼
事
務
職【
一
般
】、
事
務
職

【
社
会
福
祉
士
】、
保
育
士
職

試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

受
験
資
格
▼
昭
和
35
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
な
ど

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な
ど

は
、
5
月
1
日
㈪
か
ら
市
役
所
仮
設
庁
舎

（
総
合
案
内
）・
分
庁
舎
（
職
員
課
）
で
配

布
し
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
�
職
員
課

と
き
▼
6
月
14
日
㈬
午
後
1
時
〜
4
時

（
午
後
12
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下

展
示
場

対
象
者
▼
大
学（
院
）・
短
大
・
高
専
・

専
門
学
校
、
高
校
な
ど
卒
業
後
お
お
む
ね

3
年
以
内
の
人

内
容
▼
企
業
担
当
者
に
よ
る
面
接
・
企

業
説
明

持
ち
物
▼
履
歴
書
複
数
枚
（
履
歴
書
な

し
で
も
参
加
可
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
人
）

参
加
企
業
▼
80
社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
な
ど
詳
し
く
は
、
5
月
中
旬

に
大
卒
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
へ
掲

載
予
定

問
合
せ
�
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
�
６５０
―
２
２
３
４

管
内
（
桶
川
市
・
上
尾
市
・
伊
奈
町
）
に

は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
165
か
所
あ
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る

理
由
は
、
通
学
す
る
児
童
の
安
全
を
保
護

す
る
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
付
近
住
民

か
ら
「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
時
間
帯
に
車

が
多
数
走
っ
て
い
る
。
大
き
な
事
故
が
起

き
な
い
か
心
配
」
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
取
締
り

を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
設
置
の
目
的
な
ど
を
再
度
ご
理
解

い
た
だ
き
、
児
童
の
安
全
確
保
に
ご
協
力

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０

社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金の配分を受け、結婚５０年を迎える
夫婦のお祝いに「金婚式典」を開催します。
対 象�①平成２９年４月１日から引き続き市内に居住している夫婦

②昭和４２年１月１日～１２月３１日に結婚した夫婦
申込み�５月１９日㈮までに、老人福祉センター、または担当の民生委員へ申

し込みください。
※式典は６月２５日㈰を予定しています。
詳しくは、申込者に直接案内します。

その他�申し込んだ夫婦には、顕彰状および記念品を渡し、
後日、記念写真を贈呈します。

詳しくは�老人福祉センター�７２８―１１２２

放課後児童クラブ嘱託支援員（放課後児童支援員）を募集します
放課後児童クラブで６月１日から勤務できる嘱託支援員を募集します。
試 験 日�５月２２日㈪午後１時から 試験会場�保健センター
試験方法�作文および面接 募集人員�２人
申込資格�昭和３３年４月２日以降に生まれた人
申 込 み�５月１９日㈮正午までに、履歴書および資格証の写し（見込証明書などの原本）

または卒業証明書（見込証明書などの原本）を保育課へ持参してください。
そ の 他�資格要件や採用後の勤務条件など詳しくは、保育課で配布する募集案内

やホームページをご覧ください。
詳しくは�保育課

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

快適住まいの
リフォーム専門店
・水まわり工房イベント開催中
・耐震補強のご相談受付中
・外装・屋根・内装・耐震・省エネ
桶川市坂田東１－１－７

http://www.sumai-network.jp/kaijuu/

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）

対前年
同月比

5件

0人

6人

その1秒 あせる1歩が 事故を呼ぶ

平成28年
2月末

41件

0人

51人

平成29年
2月末

46件

0人

57人

件 数

死 者 数

負傷者数

結結結結結結結結結結結婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚5555555555500000000000周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年ををををををををををを迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎えええええええええええるるるるるるるるるるる皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささんんんんんんんんんんんへへへへへへへへへへへ（金婚式典）

HP QRコード▼

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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上
尾
、桶
川
、伊
奈
衛
生
組
合
（
地
方

公
共
団
体
）
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
29
年
度
10
月
採
用
予
定
の
技
術
職

員
（
電
気
、
電
子
の
い
ず
れ
か
の
専
門
課

程
を
専
攻
し
た
者
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

第
1
次
試
験
日
▼
7
月
2
日
㈰

試
験
会
場
▼
上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生

組
合
（
小
針
領
家
1
1
6
0
番
地
）

職
種
と
採
用
予
定
人
数
▼
技
術
職
1
人

程
度受

験
資
格
▼

①
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
、
短
期
大

学
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
（
年
間
授
業

時
間
数
が
680
時
間
以
上
の
学
校
）
で
、
電

気
、
電
子
の
い
ず
れ
か
の
専
門
課
程
を
専

攻
し
卒
業
し
た
人

②
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
62
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

申
込
受
付
期
間
▼
持
参
↓
5
月
22
日
㈪

〜
6
月
9
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

郵
送
↓
6
月
8
日
㈭
【
消
印
有
効
】
ま
で

そ
の
他
▼
「
受
験
案
内
」
は
5
月
1
日

㈪
か
ら
組
合
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
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せ
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5月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

12日㈮・19日㈮・26日㈮14：00～17：00
20日㈯9：00～12：00
6月2日㈮・9日㈮・23日㈮・30日㈮

14：00～17：00
17日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

11日㈭ ※次回は6月8日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈪ ※次回は6月1日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制） 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 24日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 20日㈯9：00～12：00 仮設庁舎201会議室

電話でも可 �786－3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談 24日㈬10：00～12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

12日㈮ ※次回は6月9日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 8日㈪・22日㈪10：00～16：00 仮設庁舎相談室 人権・男女共同

参画課人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談 9日㈫9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通�773－1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：15～16：30

桶川市教育センター
直通�786－3237 学校支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援
センター分室

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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